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※本動画チャンネルは溝上が個人的に作成・提供するものです。
公益財団法人電通育英会の助成を受けて行われています



（上）シンポジウム（午前）
（左）基調講演



リフレクション１
「探究的な学習から生徒主体の学習を考える」

○松澤直子（神奈川県教育委員会 指導部高校教育
課 専任主幹）
「『社会に開かれた教育課程』から生徒主体の学習
を考える」

○石井純一（茨城大学全学教職センター 特任教授、
もと茨城県立水戸第二高等学校校長）
「探求から探究へ―学びを深めるには」

○石原徳子（神奈川県立多摩高等学校 総括教諭）
「深まる広がるつながる学び―SSH創成期の学校で
考えたこと」

○佐藤 豊（桐蔭横浜大学スポーツ健康政策学部
教授、教職センター長）
「保健体育と探究的な学習の時間の接続の可能性」

（シンポジウム）

• カリキュラム・マネジメントとしての
探究的な学習

→教科横断、地域連携すればカリキュラム・
マネジメントではない。学校教育目標に基づ
く学習のカリキュラム的組織化
→探究のための探究にしない



• 高校で成果を出さないといけない
→中学校からの移行、大学等への移行も考慮する
→小学校の探究でもなかなかすごい！
→小中学校、大学からの参加者

• 保健・体育科目で扱う学習内容が探究的な学習のテーマにもなること
が多い（運動、スポーツ、健康など）

• 大人・教師こそが探究すべきでは！
→生徒といっしょに考えられる教師
→小学校・中学校・高校版でいいが、求められる教師の研究力

• 探究的な学習のテーマについて

「部活動をもとにしたテーマもあっていいのでは？」



リフレクション２

「問いを立てるということ
－そもそも何のための探究的な

学習か」

（基調講演：苫野一徳先生）

• 学びのそもそも論を超えて、民主主義
社会に立脚したそもそも論

「自由の相互承認」

• デューイの「探究」
→「総合的な探究（学習）の時間」に

限定されない

• 「総合的な学習の時間」に対する「総合的
な探究の時間」の特徴は？

→教養主義的な探究

（学習指導要領の説明）
・小学校・中学校・・・自己の生き方を考えるため
・高校・・・自己のあり方、生き方を考えるため

→ウェルビーイング





E-mail  mizokami@toin.ac.jp
質問､コメントは個人メールで受け付けます。

・お名前、ご所属
※可能なら専門分野や教科、職位なども教えてくださると、回答の助けになります。

なお、動画内では個人のお名前等は出しません。

・質問､コメント等

ご視聴有難うございました

チャンネル登録をお願いします


